
「仙台市障害者等保健福祉基礎調査」のアンケート結果（概要）について 

 

 

１ 目的 

本調査は、次期「仙台市障害者保健福祉計画」及び第3期「仙台市障害福祉計画」の策

定にあたり、市内に在住する障害児（者）等の実態や保健福祉サービスの利用動向及び利

用意向等を調査し、また、市民の障害児（者）に対する理解の状況等を把握し、計画策定

の基礎資料とするために実施した。 

 

 

２ 調査方法 

（１）アンケートによる調査 

調査対象者に調査票を郵送する方法と、施設や医療機関の協力により調査対象者

へ配付する方法による。いずれも、記入後、返信用封筒により返送 

（２）調査期間 

   平成22年12月6日から平成22年12月27日まで 

（ただし、精神障害者本人（入院）については、平成23年1月7日まで） 

 

 

３ 調査対象及び回収状況 

調 査 対 象 者 配布数 有効回収数 有効回収率 

①身体障害者本人 1,457名 842名 57.8％ 

②知的障害者本人 691名 364名 52.7％ 

③知的障害者の家族 500名 269名 53.8％ 

④心身障害児の家族 500名 225名 45.0％ 

⑤精神障害者本人（通院） 998名 564名 56.5％ 

⑥精神障害者本人（入院） 286名 162名 56.6％ 

⑦精神障害者の家族 348名 149名 42.8％ 

⑧難病患者本人 498名 291名 58.4％ 

⑨発達障害（児）者の家族 420名 108名 25.7％ 

⑩市民 996名 497名 49.9％ 

総  合  計 6,694名 3,471名 51.9％ 
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◇ 誰もが生きがいや働きがいを持ち 

自立した地域生活を送ることができるまちづくり 

《 基本目標 》 

 

（１）「完全参加と平等」 

（２）「ノーマライゼーション」 

（３）「リハビリテーション」 

《 基本理念 》 
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○ あなたは仕事をしていますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障害者本人と難病患者本人については、「仕事をしている」が 40％弱となっているが、精神

障害者本人については、22％となっている。 

 

○ どのような仕事に就いていますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者本人、難病患者本人について、「会社員、公務員、団体職員などの常勤の就労」・「パー

ト、アルバイト」を併せて、70％～80％となっているが、知的障害者について、「福祉施設での生

産活動」が過半数となっている。 

● 就労状況について 

身体障害者本人 

（n=842） 

知的障害者本人 

（n=364） 

精神障害者本人（通院） 

（n=564） 

難病患者本人 

（n=291） 

仕
事
を
し
て 

い
る 

仕
事
を
し
て 

い
な
い 

無
回
答 

身体障害者本人 

（n=260） 

知的障害者本人 

（n=145） 

精神障害者本人（通院） 

（n=124） 

難病患者本人 

（n=114） 

会
社
員
、
公
務
員
、 

団
体
職
員
な
ど
の 

常
勤
の
就
労 

パ
ー
ト
、 

ア
ル
バ
イ
ト 

自
営
業
（
手
伝
い 

を
含
む
） 

障
害
者
福
祉
施
設 

で
の
生
産
活
動 

職
親
制
度
に
よ
る 

訓
練 

内
職 

そ
の
他 

無
回
答 
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○ あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（複数回答） 

 

【身体障害者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障害者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(260)  

収入が少ない

通勤するのが大変である

職場の障害に対する理解が不足している

人間関係がうまくいかない

通院との両立が難しい

自分の技術や能力が生かせない

職場の設備が不足している

健康保険・厚生年金などがない

就労時間があわない

その他

特に悩みや不満はない

無回答

29.6

14.2

11.2

11.2

9.2

6.9

5.8

3.5

3.1

6.5

39.2

5.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(145)  

給料や工賃などが少ない 

家と仕事をする場所を行き来するのが大変であ 
る

人間関係がうまくいかない 

仕事をする場所で自分の障害のことを分かって
もらえない 

健康保険・厚生年金などがない

自分のできることと仕事が違う 

働く時間が長い、仕事が難しい

仕事をする場所に必要なものがなく働きづらい 

その他 

困っていない 

無回答 

35.9 

15.2 

14.5 

8.3 

7.6 

3.4 

3.４ 

0.７ 

4.8 

29.0

11.0 

0 10 20 30 40 50 (%) 
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○ あなたは仕事をしている上で、何か悩みや不満などがありますか。（複数回答） 

 

【精神障害者本人（通院）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【難病患者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障害者本人及び精神障害者本人については、「収入（工賃）が少ない」ことについての悩み

や不満が多く、身体障害者本人及び難病患者本人は、「特に悩みや不満はない」が多い。 

n=(124)  

収入が少ない

人間関係がうまくいかない

治療との両立が難しい

就労時間や仕事の内容の負担が大きい

通勤するのが大変である

自分の技術や能力が生かせない

職場の障害に対する理解が不足している

健康保険・厚生年金などがない

その他

特に悩みや不満はない

無回答

54.8

26.6

20.2

19.4

16.9

14.5

12.9

11.3

12.9

14.5

0.8

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(114)  

就労時間が長い 

内容的に負担が大きい 

収入が少ない 

通勤するのが大変である 

職場の難病に対する理解が不足している 

治療との両立が難しい 

健康保険・厚生年金などがない 

人間関係がうまくいかない 

自分の技術や能力が不足している 

自分の技術や能力が生かせない 

職場の設備が不足している 

その他 

特に悩みや不満はない 

無回答 

21.1 

20.2 

19.3 

16.7

15.8 

11.4 

9.6 

8.8 

7.9 

7.0 

6.1 

6.1 

36.0

4.4 

0 10 20 30 40 (%) 
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○ ご本人が仕事を続ける（仕事に就く）ためには何が必要と思いますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

知的障害者の家族及び精神障害者の家族の回答について、「障害の程度・特性にあった仕事であ

ること」が最も多く、精神障害者の家族については、「体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整で

きること」が多い。

【知的障害者家族】 

【精神障害者家族】 

n=(269)  

障害の程度・特性に合った仕事であること 

周囲の方が障害を理解してくれること 

生活できる十分な賃金 

日常生活の支援 

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できる 
こと 

通勤のための支援 

福利厚生の充実 

職業訓練（職業リハビリテーション） 

職場のバリアフリー設備 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 

55.8 

27.5 

20.4

18.6 

14.5

13.0

11.5 

4.8 

1.1 

0.7 

0.4 

1.9 

2.6 

4.5 

26.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 (%) 

手話通訳や要約筆記サービス 

ジョブコーチ等の支援 

n=(149)  

障害の程度・特性にあった仕事であること 

体調に合わせて勤務日・勤務時間を調整できる 
こと 
周囲の方が障害を理解してくれること 

生活できる十分な賃金 

ジョブコーチ等の支援 

日常生活の支援 

通勤のための支援 

パソコン、インターネットなどの技術習得 

福利厚生の充実 

職業訓練（職業リハビリテーション） 

特にない 

わからない 

無回答 

51.7

50.3

47.0 

28.2 

14.1 

12.8 

7.4 

7.4 

7.4 

6.7 

3.4 

2.0 

1.3 

6.7 

0 10 20 30 40 50 60 (%)

その他 
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○ あなたはどの程度外出していますか（通勤、通学、通院、通所を除く）。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出頻度（通勤、通学、通院、通所を除く）については、いずれも「週に 2～3回」が最も多い。 

 

○ あなたの主な外出の目的は何ですか（通勤、通学、通院、通所を除く）。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外出の主な目的については、「買い物、散歩」が最も多い。 

 

 

 

● 社会参加について 

n=2,061 

【身体障害者本人（842）・知的障害者本人（364）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

週
４
日
以
上 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に 

２
〜
３
回 

週
に
１
回 

月
に 

２
〜
３
回 

年
に
数
回 

ほ
と
ん
ど
外
出 

し
て
い
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

買い物、散歩 

友人･知人宅への 
訪問 

地域行事や余暇 
活動への参加 

旅行 

当事者団体・当事者 
グループの活動 

その他 

無回答 

身体障害者本人 

（n=842） 

知的障害者本人 

（n=364） 

難病患者本人 

（n=291） 

精神障害者本人（通院） 

（n=564）  
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○ あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=(842)  

利用できる交通機関の充実

利用する建物等（スロープ、トイレ、エレベー
ター）の整備

料金負担の軽減

駐車場の確保

介助者

周囲の障害に対する理解

休憩場所の確保

車道の安全対策

緊急時の対応

コミュニケーションの支援

その他

特にない

無回答

35.3

29.9

24.9

24.5

16.5

15.3

15.2

12.1

10.5

4.9

2.5

11.2

8.1

0 10 20 30 40 (%)

n=(364)  

一緒に出かけられる人がいること

みんなが障害のある方のことをよく分かってくれ
るようになること

いろいろな所へ行くとき、バス、地下鉄などが使
いやすくなること

バスや地下鉄などが今より便利になること

お手伝いを安く頼めること

地下鉄やバスの乗り継ぎが今より便利になること

バスや地下鉄、タクシーの料金が安いこと

欲しい情報がすぐ手に入るようになること

駐車場が使いやすくなること

道路や建物の入口などの段差がなくなること

建物の通路が広くなること

その他

特にない

無回答

47.8

40.4

20.3

16.5

13.7

10.7

9.6

5.8

3.8

2.2

0.3

3.3

14.0

6.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

【身体障害者本人】 

【知的障害者本人】 
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○ あなたがより外出しやすくなるためには何が必要ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より外出しやすくなるために必要なことについては、身体障害者本人については、「利用できる

交通機関の充実」が多く、知的障害者本人及び精神障害者本人については、「一緒に出かけられる

人がいる」が最も多くなっている。難病患者本人については、「特にない」が最も多い。

n=(564)  

一緒に出かける人がいる

利用できる交通機関の充実

交通費が安く済む

周囲の障害に対する理解

さまざまな情報の提供、入手

駐車場の充実

その他

特にない

わからない

無回答

35.1

33.2

26.6

26.6

16.1

6.7

9.0

8.0

8.0

6.7

0 10 20 30 40 (%)

【精神障害者本人（通院）】 

【難病患者本人】 

コミュニケーションの支援 

特にない 

その他 

無回答 

介助者 

緊急時の対応 

周囲の障害に対する理解 

車道の安全対策 

料金負担の軽減 

休憩場所の確保

駐車場の確保 

利用する建物等（スロープ、トイレ、 

n=(291)  

利用できる交通機関の充実 18.9

11.0 

10.7 

10.0 

9.6 

7.6 

4.8 

3.4 

2.1 

1.4 

42.3 

2.4 

7.6 

0 10 20 30 40 50 

エレベーター）の整備 
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○ 障害者の福祉サービスを利用したことがありますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心身障害児の家族について、障害者の福祉サービスを利用したことが「ある」は 90％を超えてい

るが、身体障害者の利用は 30％程度となっている。 

 

○ 現在、あなたは仙台市にある障害者の福祉サービスに満足していますか。（単数回答） 

（障害福祉サービスを利用したことがある人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身体障害者、知的障害者及び精神障害者については、「大いに満足している」、「満足している」

を合わせると、いずれも 30%強であるが、心身障害児の家族については、「やや不満である」、「大い

に不満である」を合わせると 50％強となっている。 

● 福祉サービスのことについて 

身体障害者本人 

（n=842） 

知的障害者本人 

（n=364） 

精神障害者本人（通院） 

（n=564） 

心身障害児家族 

（n=225） 

あ
る 

な
い 

無
回
答

身体障害者本人 

（n=255） 

知的障害者本人 

（n=201） 

精神障害者本人（通院） 

（n=274） 

心身障害児家族 

（n=208） 

大
い
に 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

不
満
で
あ
る 

や
や 

不
満
で
あ
る 

大
い
に 

無
回
答
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2.8

0.3

4.4

4.7

11.2

11.1

7.5

1.3

38.3

7.1

4.9

18.2

10.3

10.3

10.8

14.5

8.4

3.9

10.5

23.8

22.6

31.3

15.6

35.8

44.3

9.0

5.4

2.7

0.2

3.0

3.1

3.2

5.0

5.3

6.6

7.9

9.3

9.7

9.8

10.0

10.6

12.6

13.2

14.4

15.0

15.1

17.4

28.4

30.9

44.0

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

無回答

特にない

その他

医療的ケアが受けられる

在宅サービスの充実

学校教育、生涯教育の充実

障害児放課後ケア事業の充実

契約行為や財産など権利が

守られること

健康づくり教室の充実

グループホームなど住まいの充実

専門的な機能回復訓練や能力に

応じた職業訓練の実施

福祉に関するお知らせや、

趣味・娯楽など各種情報提供の充実

家族が休養できるような施策の充実

災害時・緊急時の情報提供、通信体制、

避難誘導対策の充実

スポーツ・文化・レクリエーション活動に対する

施策の充実

救急医療の整備

相談支援体制の充実

障害（難病治療）に適した設備を持つ

住宅の確保

建物や交通機関、道路などの障害者

に配慮したまちづくりの推進

自宅生活を支えるホームヘルプサービス

などのサービスの充実

外出や施設の利用のための移動、

送迎などの外出支援

障害者に対する周囲の人の理解を

深めるための啓発

生活、訓練等の場として

必要な福祉施設の整備

医療費の負担軽減

障害等があっても働ける場の確保

年金などの所得保障の充実

本人計
（ｎ=2,061）

家族計
（ｎ=751）

 

○ あなたが今後充実してほしい施策は何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者本人及び家族ともに、「年金などの所得保障の充実」、「障害があっても働ける場の確保」が多

い。障害者本人については、「医療費の負担軽減」が、家族については、「グループホームなど住まいの

充実」が多くなっている。 

本人計ｎ=2,061【身体障害者本人（842）・知的障害者本人（364）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

家族計ｎ=751【知的障害者家族（269）・心身障害児家族（225）・精神障害者家族（149）・発達障害児（者）家族（108）】 

（％） 
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○ 今後のことで不安と感じていることはありますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知的障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 生活について 

n=(842)  

自分が高齢になったときの健康、体力

障害が重くなったときにこのままの生活を続ける
ことができるか

一緒に生活する家族などの高齢化

安定した収入があるか

身の回りの介護などをする人がいるか

仕事が続けられるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

趣味や生き甲斐をもてるか

その他

特にない

無回答

47.9

46.1

36.8

24.2

22.2

13.9

10.3

9.7

1.4

5.7

7.2

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(269)  

家族の高齢化や親亡き後の生活

身の回りの介護などをする人がいるか

ご本人が高齢になったときの健康、体力

ご本人に安定した収入があるか

地震などの災害

ご本人が趣味や生き甲斐をもてるか

仕事をしたいが受け入れてくれる企業があるか

ご本人が仕事を続けられるか

その他

特になし

無回答

93.3

56.1

51.7

23.8

21.6

8.2

5.2

4.1

1.1

0.0

3.3

0 20 40 60 80 100 (%)

【身体障害者本人】             
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○ 今後のことで不安と感じていることはありますか。（複数回答） 

 

 【精神障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発達障害児（者）家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

知的障害者の家族及び発達障害児（者）の家族について、家族・親の高齢化や親が亡くなった後

の生活についての不安が最も多くなっている。精神障害者の家族も含め、本人の将来の介護、収

入等についての不安に関する回答が多い。 

 

 

n=(149)  

一人で生活することができるか

生活するのに十分な収入を得ることができるか

病気が再発（悪化）しないか

働くことができるか

日常生活の援助をしてくれる人がいるか

趣味や生きがいを持つことができるか

一緒に暮らす配偶者や家族等がいるか

その他

特になし

無回答

75.2

68.5

58.4

49.0

39.6

33.6

31.5

3.4

0.0

2.7

0 20 40 60 80 (%)

n=(108)  

親の高齢化や親亡き後に対応できるか

自立した生活を送れるようになるか

学校を卒業してからの進路

子どもにあった就学・進学

趣味や生き甲斐をもてるか

いじめなどにあわないか

地震などの災害

療育・訓練の場の確保

その他

特になし

無回答

87.0

74.1

45.4

37.0

35.2

29.6

27.8

22.2

11.1

0.0

0.9

0 20 40 60 80 100 (%)
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○ 障害を理由に差別を受けたり、いやな思いなどをしたことがありますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知的障害者の家族、心身障害児の家族及び発達障害児（者）の家族について、「ある」とする回答が

多くなっている。 

 

 

 

 

 

発達障害児（者）家族 
      ｎ=108 

      ｎ=162 

精神障害者本人（通院） 
      ｎ=564 

心身障害児家族 
      ｎ=225 

知的障害者家族 
      ｎ=269 

知的障害者本人 
      ｎ=364 

身体障害者本人 
      ｎ=842 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

精神障害者本人（入院） 
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○ 入院の期間は通算するとどのくらいの期間になりますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通算入院期間については、「10 年以上」（33.0％）が最も多く、以下「5 年未満」（14.3％）、「2

年未満」（13.4％）となっている。 

 

○ 退院後、あなたはどこで生活をしたいと思いますか。（単数回答） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退院後に希望する生活については、「家族・親族と同居」（47.5％）が最も多く、以下「アパート

や公営住宅などで単身生活」（25.7％）となっている。 

● 精神科病院入院について【精神障害者本人（入院）】 

9.8 9.8 13.4 14.3 33.0 6.39.8 3.6

ｎ

(112)

(%)

6
か
月
未
満

1
年
未
満

2
年
未
満

5
年
未
満

1
0
年
未
満

1
0
年
以
上

わ
か
ら
な
い

無
回
答

47.5 25.7 7.9 8.9 6.9

3.0

ｎ

(101)

(%)

家
族
・
親
族
と
同
居

ア
パ
ー
ト
や
公
営
住

宅
な
ど
で
の
単
身
生

活 仲
間
4
 
〜
5
 
人

で
共
同
生
活
す
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
世

話
人
付
）

老
人
関
係
の
施
設

（
特
養
ホ
ー
ム
、
老

人
保
健
施
設
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
等
）

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
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○ 地震などのいざという時のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【知的障害者家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 災害対策について 

n=(842)  

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどう
か

障害にあう対応（薬、治療、介助等）をしてくれる
避難所があるか

安全なところまで、すぐに避難することができる
か

緊急時に情報（被害状況、避難場所、物資入手
等）を得られるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

救助を求めることができるか

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

どのような時が緊急時なのかわからない

その他

特にない

わからない

無回答

48.0

40.7

40.6

36.3

31.2

23.0

14.6

10.3

3.0

6.3

4.2

7.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(269)  

安全なところまで、すぐに避難することができる
か

障害にあう対応（薬、治療、介助等）をしてくれる
避難所があるか

緊急時に情報（被害状況、避難場所、物資の入
手等）を得られるか

救助を求めても人が来てくれるかどうか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどう
か

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

救助を求めることができるか

どのような時が緊急時なのかわからない

その他

特にない

わからない

無回答

62.5

61.0

57.6

48.3

45.7

45.7

43.1

21.6

6.3

1.1

0.7

2.2

0 20 40 60 80 (%)

【身体障害者本人】 
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○ 地震などのいざという時のことで、あなたが不安に感じていることは何ですか。（複数回

答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【難病患者本人】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震などのいざという時、ふだん不安に感じていることについては、身体障害者本人及び難病患者本

人は、「自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか」が最も多い。 

知的障害者の家族は、本人が「安全なところまで、すぐに避難することができるか」が最も多く、 

精神障害者の家族は、本人にとって、｢障害にあった対応（薬、治療等）をしてくれる避難所があるか｣

が最も多い。 

n=(149)  

障害にあった対応（薬、治療等）をしてくれる避
難所があるか

緊急時に情報（被害状況、避難場所等）を得ら
れるか

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどう
か

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか

安全なところまで、すぐに避難することができる
か

救助を求めても人が来てくれるかどうか

救助を求めることができるか

どのような時が緊急時なのかわからない

その他

特にない

わからない

無回答

45.6

43.6

43.0

40.3

32.9

26.2

24.8

8.1

0.0

6.0

0.7

10.1

0 10 20 30 40 50 (%)
【精神障害者家族】 

病状にあう対応（薬、治療、介助等）をしてくれる 

緊急時に情報（被害状況、避難場所、物資の入手等） 

どのような時が緊急時なのかわからない 

その他 

特にない 

わからない 

無回答 

まわりの人々とのコミュニケーションがとれるか 

安全なところまで、すぐに避難することができるか 

救助を求めても人が来てくれるかどうか 

救助を求めることができるか 

n=(291)  

自宅や利用施設が地震などに耐えられるかどうか 46.4 

44.0

30.6

27.8

21.6

16.8 

10.7

4.1 

3.4 

11.0 

3.1 

5.2 

0 10 20 30 40 50 (%) 

を得られるか 

避難所があるか 
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2.9

0.8

0.0

5.9

4.1

8.9

9.3

20.9

15.8

7.3

15.3

53.1

15.4

8.9

2.5

2.8

11.1

16.0

16.2

17.6

19.7

20.1

23.1

32.2

33.8

38.6

0 10 20 30 40 50 60

無回答

その他

点字、音声、手話通訳、要約筆記、
通訳、文字等による情報保障

災害情報等の確保

避難訓練や防災知識などの啓発

障害者の安否確認の方法

ボランティアの支援体制

避難所での共同生活が困難な
障害者への福祉避難所の確保

薬、医療用機器、ストマ用装具などの
酸素濃縮機、日常生活用具等の確保

災害に耐えうる建築物、道路などの整備

避難所等への避難誘導体制

障害者等に配慮した避難所の整備
（バリアフリー・医療の確保等）

地域における緊急通報システムの整備

本人計
（ｎ=1,697）

家族計
（ｎ=751）

 

○ 地震、台風などの災害に対して最も大切と思う対策はどんなことだと思いますか。 

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者本人については、「地域における緊急通報システムの整備」が最も多い。 

障害者の家族については、「障害者に配慮した避難所の整備（バリアフリー・医療の確保）」、「避

難所での共同生活が困難な障害者への福祉避難所の確保」が多い。 

「避難所等への避難誘導体制」は、本人・家族ともに比較的多くなっている。 

 

本人計ｎ=1,697【身体障害者本人（842）・精神障害者本人（通院）（564）・難病患者本人（291）】 

家族計ｎ=751【知的障害者家族（269）・心身障害児家族（225）・精神障害者家族（149）・発達障害児（者）家族（108）】 

（％） 



 17 

 

○ あなたは障害のある人が施設や病院から退所・退院し、グループホームやアパート・ 

借家等を利用して、地域で生活することについてどうお考えですか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考 前回調査結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者が地域で暮らすことについては、「大いに賛成」（24.1％）と「どちらかというと賛成」

（50.1％）を合わせた《賛成》は 74.2％となっている。 

一方、「どちらかというと反対」は 4.0％となっている。「大いに反対」はいなかった。 

 

 

 

 

 

 

● 地域移行について【市民】 

大
い
に
賛
成 

い
う
と
賛
成 

ど
ち
ら
か
と 

い
う
と
反
対 

ど
ち
ら
か
と 

大
い
に
反
対 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

22 年度調査 

（n=497） 

18 年度調査 

（n=322） 

大
い
に
賛
成 

賛
成 

が
必
要 

慎
重
に
検
討 

反
対 

無
回
答 
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○ 障害を理由とした差別、無視やいやがらせなどを見たことがありますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害を理由にした差別やいやがらせを見たことについては、今回（22年度）の調査について、「あ

る」が 29.0％、「ない」が 56.3％となっている。 

 

  

○ 障害のある方への理解は深まってきていると思いますか。（単数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者への理解については、今回（22 年度）の調査について、「深まってきた」と「少し深まっ

てきた」を合わせると、51.1％となっている。 

一方、「深まっていない」と「あまり深まっていない」を合わせると、33.0％となっている。 

● 障害者に対する意識【市民】 

18 年度調査 

（n=322） 

22 年度調査 

（n=397） 

あ
る 

な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

18 年度調査 

（n=322） 

22 年度調査 

（n=397） 

深
ま
っ
て
き
た

深
ま
っ
て
き
た 

少
し 

深
ま
っ
て
い
な
い 

あ
ま
り 

深
ま
っ
て
い
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 


